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図１　国土数値情報による微地形区分（元データ）

微地形区分
(地震動)

埋立地・干拓地   (2912)
人工改変地   (1386)
デルタ・後背湿地(D≦0.5)   (5132)
デルタ・後背湿地(D＞0.5)   (3933)
自然堤防   (2320)
谷底平野   (7906)
砂州・砂丘   (996)
扇状地   (7139)
ローム台地   (3986)
砂礫台地   (6925)
丘陵地   (6216)
他の地形(沖積・洪積)   (20434)
新第三紀   (27911)
古第三紀   (10522)
中生代   (77464)
古生代   (6724)
不明   (294)

東海地震対象領域
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図２　再分類及び見直し・修正した地震動予測のための国土数値情報を用いた微地形区分（6/6現在）

埋立地・干拓地   (3082)
人工改変地   (1215)
デルタ・後背湿地(D≦0.5)   (4931)
デルタ・後背湿地(D＞0.5)   (3912)
自然堤防   (2164)
谷底平野   (10390)
砂州・砂丘   (1283)
扇状地   (7302)
ローム台地   (4221)
砂礫台地   (7415)
丘陵地   (4523)
他の地形(沖積・洪積)   (2555)
新第三紀   (27717)
古第三紀   (10265)
中生代   (78712)
古生代   (8378)

微地形区分
(地震動)

火山　　　　　　　　　　  (14200)

東海地震対象領域



古生代・中生代・古第三紀
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図－３   地域別の平均 S 波速度と標高の関係（１）   古生代・中生代・古第三紀 
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図－４    地域別の平均 S 波速度と標高の関係（2）   新第三紀 
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図－５  地域別の平均 S 波速度と標高の関係（３）  他の地形（沖積・洪積）＋火山 

他の地形（沖積・洪積）+火山
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図－６    地域別の平均 S 波速度と標高の関係（４）   丘陵地 
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図－７    地域別の平均 S 波速度と標高の関係（５）   砂礫台地 
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図－８    地域別の平均 S 波速度と標高の関係（６）   ローム台地 

ローム台地

10

100

1000

1 10 100 1000

標高(m)

A
V

S
(m

/s
)

関東・中部地方（東海地震専門調査会の収集
データ）
関東・中部地方（今回新たに収集したデータ）

[μ式](東海地震専門調査会採用)

[σ式](東海地震専門調査会採用)

ローム台地

10

100

1000

1 10 100 1000

標高(m)

A
V

S
(m

/s
)

関東・中部地方

九州地方

[μ式](東海地震専門調査会採用)

[σ式](東海地震専門調査会採用)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９    地域別の平均 S 波速度と標高の関係（７）   扇状地 
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図－１０    地域別の平均 S 波速度と標高の関係（８）   砂丘・砂州 
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図－１１    地域別の平均 S 波速度と標高の関係（９）   谷底平野 

谷底平野

10

100

1000

1 10 100 1000

標高(m)

A
V

S
(m

/s
)

関東・中部地方
近畿地方
中国地方
四国地方
九州地方
[μ式](東海地震専門調査会採用)
[σ式](東海地震専門調査会採用)

谷底平野

10

100

1000

1 10 100 1000

標高(m)

A
V

S
(m

/s
)

関東・中部地方（東海地震専門調査会の収集
データ）
関東・中部地方（今回新たに収集したデータ）

[μ式](東海地震専門調査会採用)

[σ式](東海地震専門調査会採用)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１２    地域別の平均 S 波速度と標高の関係（１０）   自然堤防 
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図－１３    地域別の平均 S 波速度と河川からの距離の関係（１１） 
   デルタ・後背湿地（D＞0.5） 
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図－１４    地域別の平均 S 波速度と河川からの距離の関係（１２） 
   デルタ・後背湿地（D≦0.5） 
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図－１５    地域別の平均 S 波速度と標高の関係（１３）   人工改変地 
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図－１６    地域別の平均 S 波速度と標高の関係（１４）   埋立地 
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図－１７  　デジタル化したボーリングのメッシュごとの本数（6/6現在）

（東海地震の対象領域）

5 本以上   (3546)
3 - 4 本   (1507)
2 本   (1270)
1 本   (2001)
なし   (37322)

ボーリング本数
　（新たな対象領域）　

5 本以上   (5530)
3 - 4 本   (2318)
2 本   (2130)
1 本   (3933)
なし   (132708)

東海地震対象領域
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図－１８ 　デジタル化したボーリングのメッシュごとの本数（掘進長30m以上）（6/6現在）

（東海地震の対象領域）

5 本以上   (877)
3 - 4 本   (541)
2 本   (611)
1 本   (1275)
なし   (42342)

ボーリング本数
　（新たな対象領域）　

5 本以上   (1214)
3 - 4 本   (732)
2 本   (881)
1 本   (1941)
なし   (141851)

東海地震対象領域
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図－１９　デジタル化したPS検層を含むボーリングのメッシュごとの本数（6/6現在）

（東海地震の対象領域）

5 本以上   (1)
3 - 4 本   (20)
2 本   (49)
1 本   (346)

ボーリング本数
　（新たな対象領域）　

5 本以上   (13)
3 - 4 本   (36)
2 本   (58)
1 本   (844)

東海地震対象領域
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図－２０　デジタル化したPS検層を含むボーリングのメッシュごとの本数（掘進長30m以上）（6/6現在）

（東海地震の対象領域）

5 本以上   (1)
3 - 4 本   (20)
2 本   (43)
1 本   (216)

ボーリング本数
　（新たな対象領域）　

5 本以上   (4)
3 - 4 本   (12)
2 本   (29)
1 本   (397)

東海地震対象領域



図 21（1） P 波速度と S 波速度の関係（東海地震対象領域+今回の対象領域） 
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図－21（2） P 波速度と S 波速度の関係（東海地震対象領域） 
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図 21（3） P 波速度と S 波速度の関係（今回の対象領域） 
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                      東海地震で採用した近似曲線との比較 

 

 

図２２   換算 N 値と S 波速度の関係（その 1）Ac、As 
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                      東海地震で採用した近似曲線との比較 

 

 

 

図２２   換算 N 値と S 波速度の関係（その 2）Ag、Dc 
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                      東海地震で採用した近似曲線との比較 

 

 

 

図２２   換算 N 値と S 波速度の関係（その 3）Ds、Dg 
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                      東海地震で採用した近似曲線との比較 

 

                      

 

図２２   換算 N 値と S 波速度の関係（その 4）Tc、Ts 
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                      東海地震で採用した近似曲線との比較 

 

         

図２２   換算 N 値と S 波速度の関係（その 5）Tg 
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図－２３     深部地盤構造平面図  

S 波速度 0.7km/s 相当層上面深度 
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図－２４     深部地盤構造平面図  
S 波速度 1.4km/s 相当層上面深度 
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図－２５     深部地盤構造平面図  

S 波速度 2.4km/s 相当層上面深度 
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図－２６     深部地盤構造平面図  

S 波速度 2.9km/s 相当層上面深度 
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図－２７     地表面及び海底面標高平面図
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図-28 強震動波形計算の考え方 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               ：「東海地震に関する専門調査会」 
                                で採用した G/G0～γ曲線 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２９ 収集した土質区分ごとの G/G0～γ曲線 （東海） 
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                               ：「東海地震に関する専門調査会」 
                                で採用した h～γ曲線 
ｋら 
 
 
 
 
 
 

図－３０ 収集した土質区分ごとの h～γ曲線 （東海） 
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                              ：「東海地震に関する専門調査会」

で採用した G/G0～γ曲線 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－３１ 収集した土質区分ごとの G/G0～γ曲線 （東南海、南海） 
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                              ：「東海地震に関する専門調査会」 
                               で採用したｈ～γ曲線    
 
 
 
 
 
 
 
 

図－３２ 収集した土質区分ごとのｈ～γ曲線 （東南海、南海） 
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表－３  中央防災会議「東海地震に関する専門調査会」にて設定した   

土質区分と単位体積重量 

 

地質区分 地質名 記号 N 値 
単位体積重量

(kgf/cm3) 
B1 0～4 1.6 
B2 4～10 1.7 埋土 
B3 10～ 2.0 
Ap1 0～1 1.2 

腐植土 
Ap2 1～ 1.3 
Ac1 0～2 1.4 
Ac2 2～4 1.5 
Ac3 4～8 1.6 
Ac4 8～15 1.7 
Ac5 15～30 1.8 

粘性土 

Ac6 30～ 1.8 
As1 0～4 1.7 
As2 4～10 1.8 
As3 10～30 1.9 
As4 30～50 1.9 

砂質土 

As5 50～ 1.9 
Ag1 ～20 1.9 
Ag2 20～30 2.0 
Ag3 30～50 2.0 

完
新
世 

礫質土 

Ag4 50～ 2.1 
Lm1 0～4 1.4 ローム・凝灰

質粘土 Lm2 4～ 1.5 
Dc1 0～2 1.5 
Dc2 2～4 1.6 
Dc3 4～8 1.7 
Dc4 8～15 1.8 
Dc5 15～30 1.8 

粘性土 

Dc6 30～ 1.8 
Ds1 0～4 1.8 
Ds2 4～10 1.8 
Ds3 10～30 1.9 
Ds4 30～50 1.9 

砂質土 

Ds5 50～ 2.0 
Dg1 ～20 1.9 
Dg2 20～30 2.0 
Dg3 30～50 2.0 

第
四
紀 

更
新
世 

礫質土 

Dg4 50～ 2.1 
第三紀  K  2.1 

 

 




